
愛川ジュニアバドミントンクラブは、平成１８年７月の愛川バドミントン協会主催のジュニア

教室がきっかけで同年９月に発足し、バドミントンを通じて心身を鍛え、これからの社会を担う

子ども達の人間性や社会性を育てながら、バドミントンの技術の向上を目指しています。 

また、クラブの目的を達成するために愛川町スポーツ少年団に加盟し、スポーツ少年団の主催

する他団体との交流会や地域へのボランティア活動にも参加するなど楽しく活動しています。 

その他にも、昇級試合や連盟大会、他チームとの練習試合等への参加もしています。興味のあ

る方はご連絡ください。お待ちしています。 

問合せ先：町民活動サポートセンター 電 話：046-205-1323 

メール：ai-saposen@bz01.plala.or.jp 

あいかわ町民活動サポートセンター ３０年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月７日（土）サポセン登録団体 愛川ジュニアバドミントンクラブの練習が行われると聞き、菅

原小学校体育館を訪問しました。 

小学生の低学年から高学年まで１４名が参加し、監督、コーチ、保護者のもと約２時間の

練習を行なっていました。 

練習は準備運動・ランニングなどのウォーミングアップ後、バドミントン用コート内で 

ラケットを振りながら前後左右のフットワーク、シャトルを打ちながらのフットワークな

ど休憩を交えながら熱心に練習を行っていました。 

コートは大人も子供も同じ広さで、シャトルを使った練習ではコーチや保護者が小学生

に向けて繰り返しシャトルを投げ、それを打ちかえし、コート３面が狭く感じるくらい集中

していました。また、監督・コーチだけでなく保護者も協力してシャトルの回収をしていま

した。 

監督の元吉さん（日本体育協会公認スポーツ指導者・公認審判員）は練習だけでなく、家

庭との往復なども含めた安全面を考えて保護者同伴としているとのことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

スタッフ訪問記 
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